













Lower limb muscles caused the muscle atrophy and muscle strength decreased significantly in inactivity 
and the zero-gravity environment in space. Inactivity for long periods many influences to bring physical 
features reports, But we cannot see report on the impact on short term inactivity of physical functions. 
Therefore, the purpose of this study is the short period of 7 days inactivity to investigate the effect on 
physical functions. Results were the time of knee reflex time delay happened, and place decrease in muscle 
strength and decrease in function of the cardiovascular system. Muscle weakness was men more than women. 
Reflection time delay will be caused by degreasing tension of muscle and tendon by inactivity. This study 
showed that following a short period of time in that environment still happens in loss of muscle function and 
respiratory and circulatory functions. 
This study showed that muscle and cardiovascular system decreased significantly in short term inactivity. 
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被験者　 年齢（歳） 性別 利き足 運動習慣
A 21 男 右 なし
B 20 女 右 あり
C 22 男 右 なし
D 21 女 右 なし




















た。その中でも C には 0.0061sec と最も遅くなる結果
が得られた。 



















































表 5 負荷5WにおけるP-maxの結果（Watt） 
 
表 6 負荷3WにおけるF-maxの結果（N） 
 
表 7 負荷5WにおけるF-maxの結果（N） 
 
表 8 負荷3WにおけるV-maxの結果（sec） 
 




れた。被験者 B、D では 3W の軽負荷と同様の結果であ
った。5Wの重負荷を被験者全員の平均値でみると不活
動前331.14±228.65、不活動後307.20±218.58Wであ
り、23.94W 低下した。その結果 3W の軽負荷、5W の重
負荷の両方で低下がみられた。男女で P-max の低下を
比較した結果では 3W の軽負荷ではでは男性 95.41W の
低下に対して女性では13.30Wの低下であり、男性の低
下が大きかった。また 5W の重負荷では男性 12.39W の
低下に対して女性では31.63W低下のであり、女性の低
下が大きかった。 
 3W の軽負荷における F-max の結果は、被験者 A、C、
Eには低下がみられたが、被験者B、Dには上昇がみら
れた。5W の重負荷における F-max の結果では被験着 E
以外で上昇がみられた。 
3W と 5W を全被験者の P-max、F-max、V-max の平均
値を図2、3、4に示した。平均値でみると3Wの軽負荷






























































図 3 F-maxの負荷3wと 5wでの平均値と標準偏差(W)
 











後 284.20±146.6W であり、17.83W 低下がみられた。




性 2 人ともに低下がみられた。男女で P-max の低下を
比較した結果 3W の軽負荷では男性の低下に対して女
性では0.34Wの上昇であり、男性の低下が大きかった。





3W の軽負荷での V-max の結果では、被験者 C、D、E
に低下がみられたが被験者 A、B では上昇がみられた。
全員の平均値でみると、不活動前 1.66±0.67m/sec、
不活動後 1.74±0.69m/sec であり、0.08m/sec 上昇が
みられた。5Wの重負荷では被験者B以外で低下がみら
れた。全員の平均値でみると不活動前1.43±0.79m/sec、
不活動後 1.31±0.66m/sec であり、0.21m/sec 低下が
みられた。鮨果、右脚と同様に軽負荷に比べ垂負荷で
の低下が大きかった。また 5W の垂負荷では被験者 A、











































































んどの場合が 1 過日から 2 過日にかけて生じるが、女
性では 2 過日から 3 過日にかけて著しく低下すると報
告している。低下率では男性より女性の方が高かった。
本研究における P-max を男女で比較した場合、右脚で
は 3W の軽負荷において男性は 95.41W 低下し、女性で
は 13.30W の低下であった。また左脚 3W の軽負荷では
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